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１.序　　都市における高密度な住宅地では、敷地内外に

十分な緑地が確保しにくいことや近年の環境負荷への配

慮を背景として、屋上緑化により積極的に自然環境を取り

込む住宅がみられる。こうした住宅では屋上緑化を街並に

表出させたり、住宅内部に緑を取り入れるために大きな開

口を設けるなどの特徴的な外形がみられ、屋上緑化を活か

した住宅の外形構成が成立している。そこで本研究では屋

上緑化された都市住宅作品注 ) において、屋上緑化の配置

や形状及び隣接する開口部などの要素を検討し、屋上緑化

された住宅の外形構成を明らかにすることを目的とする。

２. 住宅の外形における屋上緑化の配列　　屋上緑化さ

れた住宅では緑化を活かした特徴的な外形がみられる。例

えば分析例(図 1)の住宅では、最上階の陸屋根は芝と低木、

下階の屋根は高木で緑化され、また中庭にも植栽があるこ

とで、すべての階が緑化により連続した外形となってい

る。こうした特徴を検討するため、屋上緑化された屋根の

位置(表 1)と屋根形状(表 2)、地被植物、低木、高木といっ

た植栽の種類(表 3)、中庭緑化や壁面緑化といった屋上以

外の緑化要素( 表 4)について整理した。これらの組合せに

ついて全資料を検討した結果、屋上緑化の配列のパタン( 以

下、配列パタン )としてア〜カが得られた(表 5-1)。アは最

上階の陸屋根が芝などの地被植物や低木で覆われたもの、

イは勾配屋根のものである。ウは下階の陸屋根が緑化され

たもので多くの資料が該当し(52/125 作品 )、中でも高木

をもつものが比較的多い(15/52)。エは建物側に傾斜する

緑化である。オは同一階で複数緑化されたもの、カは複数

階が緑化されたものである。

３. 屋上緑化の隣接要素と周辺要素　　屋上緑化された

住宅では、開口部や接道と一体となった外形が構成されて

いる。例えば分析例(図 1)の住宅では、最上階の緑化はデッ

キ、下階の緑化は大開口と接しており、また下階の緑化が

外壁で囲まれながら前面道路に接することで、矩形の外形

の中に多層の屋上緑化が連続した構成となっている。そこ

で、開口部などの屋上緑化に接する要素(以下、隣接要素、

表 6)について検討したところ、大開口に面するものが多

く(139/215 屋上緑化 )、ハイサイドライト、デッキと隣り合う

ものもみられた。これらの配置は屋上緑化と隣接要素が並

列されるものが大半を占めた(表 7)。また接道などの周辺

の要素 (以下、周辺要素 )について検討したところ、屋上

緑化は接道するものが多く、生垣を併せ持つものもみられ

た(表 8)。さらに立地は平坦地が大半を占め( 表 9)、屋上

緑化を囲む外壁 ( 図 2)や、外部から屋上緑化へ直接アクセ

スするもの(図 3)もみられた。

４. 屋上緑化による外形構成　　2 章で得られた屋上緑

化の配列パタンをもとに、3 章で検討した隣接要素と周辺

要素を併せて検討し、同じ傾向を持つ 10 の類型が得られ

た(表 5-2)。類型①、②は最上階が緑化されたもので、①

は緑化された中庭を併せもつ陸屋根、②は緑化された勾配

屋根がハイサイドライトを囲むものである。③〜⑦は下階の

屋根が緑化されたものである。そのうち③は屋上緑化が外

壁で囲まれるものである。④は屋上緑化と生垣が道路に接

し中庭を併せもち、敷地内外の緩衝帯となっている。⑤は

屋上緑化が大開口と接するもの、⑥は屋上緑化が接道しな

いもの、⑦は住宅内部からの眺望を考慮して建物の開口部

に向って屋上緑化面が傾斜する外形である。以上の類型は

緑化された屋根が単数であるのに対し、⑧は同一階に屋上

緑化を複数有するものである。さらに⑨、⑩は複数階が緑

化されたものであり、⑨は屋上緑化が接道しないもの、⑩
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は接道するとともに中庭を併せ持つ立体的な緑化である。

　以上の類型のうち多くみられた接道する屋上緑化につ

いて整理すると、①、④、⑩は屋上緑化とともに中庭を併

せもち、緑化により両者を連続させ、住宅の外形を地面と

一体化する構成といえる。③、⑦は屋上緑化を内包する矩

形の外形である。②は屋上緑化による断熱やハイサイドライ

トによる通風、採光といった環境装置としての屋根形状で

ある。⑤、⑧、⑩は緑化された下階に大開口をもつ上階が

積層し、人工地盤としての外形構成であり、なかでも⑧、

⑩は屋上緑化により外形を細分化している。

５. 結　　屋上緑化された都市住宅の外形構成について、

屋上緑化の配列と隣接する要素や周辺の要素から検討し

た。その結果、道路に面さない屋上緑化( ⑥、⑨ )がみら

れた一方、多くの屋上緑化は前面道路に表出するもので、

その中で、緑化により外形を地面と一体化する構成( ①、

④、⑩ )、屋上緑化を内包する矩形( ③、⑦ )、環境装置

として緑化された勾配屋根( ② )、屋上緑化された人工地

盤(⑤、⑧、⑩ )、緑化により細分化された外形（⑧、⑩）

という構成が成立していることを明らかにした。これらの

構成は、屋上緑化された住宅が、周囲の地面、外形全体、

屋根や階などの部位といった、外形の部分と全体の表現に

おいて成立していることを示すものと考えられる。

注 )  本研究では、1950 〜 2009 年の「新建築」誌及び「 住宅特集」誌に掲載された
屋上緑化された住宅作品のうち、都市部に立地する 125作品を資料とした。
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